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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月6日(2016.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　次に図１を用いて本発明の孔明け加工の工程を説明する。尚、図の簡略化のため矢は１
３本のみを図示している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　ところで、極薄プレート８が矢７から容易に外れる理由は次のように考えられる。図１
を用いて説明すると、孔明け加工の時矢７に超音波振動を付与しているので、孔明け速度
がゆっくりとなると同時に超音波の振幅の分上下動しながら孔明けが実行される。このた
め、極薄プレート８に与える変形抵抗を大きく低減させることができる。従って、図８の
従来技術で述べたように孔８ａの周囲には弾性力４８ａは残っておらず、孔８ａは完全に
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塑性変形させられた状態となる。それ故に矢７は孔８ａからスムーズに抜くことが出来る
ものと考えられる。従って、量産加工が可能となり、これにより安価なバリアメンブレン
を得ることができるようになった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　（第２実施の形態）
　本発明の第２実施の形態について説明する。図４は、パンチ６に超音波振動５ａを付与
すると共に駆動装置４でもパンチ６を上下動させながら極薄プレート８に孔明け加工を施
す断面図である。簡略化のため矢７は１３本のみを示す。（ａ）工程は、矢７がダイ９上
の極薄プレート８に接触する直前の状態で、このときに制御部１３により６μｍの振幅を
有する超音波振動５ａの縦振動がパンチ６に与えられる。（ｂ）工程は、押圧力４ｂと共
に超音波振動５ａを付与しながら矢７が極薄プレート８に孔明け加工を開始した状態であ
る。（ｃ）工程は、駆動装置４により超音波振動５ａを付与したままパンチ６を一旦上昇
させた状態を示す。極薄プレート８には有底の孔８ａａが明いている。
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